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生
産
緑
地
を
対
象
と
す
る
都
市

農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る

法
律
が
平
成
30
年
９
月
１
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
生
産
緑
地
の
貸
借

は
事
実
上
困
難
で
、
特
に
相
続
税

納
税
猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
て

い
る
生
産
緑
地
で
は
、
営
農
困
難

時
を
除
い
て
は
農
地
の
貸
借
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
①
生
産
緑
地
で
相
続
税
納
税

猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る

農
地
の
貸
借
や
、
②
貸
借
中
に
相

続
が
発
生
し
た
場
合
に
、
そ
の
生

産
緑
地
は
相
続
税
納
税
猶
予
制
度

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
詳
細
は
農
業
委
員
会

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

都

市

農

地

貸

借

円

滑

化

法

が

施

行

さ

れ

ま

し

た
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二
　
作
業
内
容

　

種
ま
き
や
草
取
り
、
収
穫
な
ど

の
軽
作
業
。

※
原
則
、
農
業
用
機
械
を
利
用
し

た
作
業
は
で
き
ま
せ
ん
。

三
　
申
込
方
法

　

市
窓
口
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
登

録
申
込
書
を
取
得
い
た
だ
き
、
必

要
事
項
を
記
載
の
上
、
市
農
林
水

産
課
農
政
係
へ
。

四
　
そ
の
他

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
は
、
市

が
加
入
し
ま
す
。

・
必
要
に
応
じ
て
研
修
を
実
施
し

ま
す
。

・
そ
の
他
詳
細
は
市
農
林
水
産
課

農
政
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

二
　
貸
出
要
件

　

原
則
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
。

三
　
そ
の
他

　

電
池
等
の
消
耗
品
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
台
数
の
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
市
農
林
水
産
課

農
政
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
の

農
作
物
へ
の
被
害
に
対
し
て
は
、

市
が
猟
友
会
に
委
託
し
て
、
箱
わ

な
を
設
置
し
て
駆
除
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

箱
わ
な
を
設
置
す
る
に
は
免
許

が
必
要
と
な
り
、
無
免
許
で
捕
獲

す
る
こ
と
は
法
律
違
反
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
無
免
許
で
捕
獲
し
た
ア

ラ
イ
グ
マ
等
は
市
で
回
収
・
処
分

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

獣
害
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め

簡
易
電
気
柵
の
貸
出
を
開
始
し
ま

し
た
。

一
　
貸
出
期
間

　

１
年
以
内
。

　

６
月
15
日
、
藤
橋
２
丁
目
の
水

田
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
と
西

東
京
農
業
協
同
組
合
が
共
催
す
る

親
子
農
業
体
験
会
（
田
植
え
）
の

開
催
予
定
で
し
た
が
、
雨
天
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
農
業
委
員
が
代
わ
り
に

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

秋
は
稲
刈
り
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
人
手
不
足
に
困
っ
て

い
る
農
業
者
の
支
援
と
援
農
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
生
き
が
い
支
援
の
た

め
に
、
無
償
で
農
作
業
を
支
援
す

る
方
を
農
業
者
に
紹
介
す
る
、
青

梅
市
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
数
件
は
マ
ッ
チ
ン
グ
が

完
了
し
、
農
作
業
支
援
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
登
録

者
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
事
業
に
協
力
い
た
だ

け
る
受
入
農
家
と
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

一
　
募
集
対
象
者

・
受
入
農
家

　

市
内
在
住
の
農
業
者
。
た
だ
し
、

作
業
場
所
は
市
内
農
地
に
限
り
ま

す
。

・
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

農
業
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上

の
市
内
外
の
方
。

親
子
農
業
体
験
会

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

簡
易
電
気
柵
貸
出

ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
駆
除
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平
成
29
年
５
月
12
日
、
都
市
緑

地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
よ
り
、
生
産
緑
地
法
の
一
部
改

正
が
公
布
さ
れ
、
同
年
６
月
15
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。（
特
定
生

産
緑
地
制
度
は
平
成
30
年
４
月
１

日
施
行
）

　

青
梅
市
も
法
改
正
を
受
け
順
次

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

主
な
改
正
点

◆
市
が
条
例
を
定
め
れ
ば
、
生
産

緑
地
地
区
の
下
限
面
積
を
５
０
０

㎡
か
ら
３
０
０
㎡
ま
で
引
き
下
げ

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

◆
生
産
緑
地
に
設
置
で
き
る
施
設

に
農
産
物
直
売
所
・
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
等
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

（
設
置
に
は
要
件
が
あ
り
、
相
続

税
納
税
猶
予
等
他
の
法
令
に
つ
い

て
も
注
意
が
必
要
で
す
）

◆
買
取
申
出
の
開
始
時
期
を
10
年

延
長
す
る
「
特
定
生
産
緑
地
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
て
か

ら
30
年
が
経
過
す
る
と
、
い
つ
で

も
買
取
申
出
が
で
き
る
よ
う
に
は

な
り
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
等
の

税
制
特
例
措
置
が
な
く
な
り
ま
す
。

従
来
通
り
の
特
例
措
置
を
受
け
る

た
め
に
は
、
30
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
に
特
定
生
産
緑
地
に
指
定
す

る
こ
と
が
要
件
で
す
。

　

受
付
け
等
に
つ
い
て
は
詳
細
が

決
ま
り
次
第
周
知
い
た
し
ま
す
。

◆
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
適
用
地

も
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に
よ

り
賃
借
が
可
能
と
な
り
、
賃
借
中

に
生
産
緑
地
の
相
続
が
発
生
し
た

場
合
も
要
件
を
満
た
せ
ば
相
続
税

納
税
猶
予
制
度
の
適
用
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

◆
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
適
用
農

地
で
の
市
民
農
園
開
設
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
区
市
・
農
業
協
同

組
合
以
外
の
者
で
も
開
設
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

都
市
農
地
の
制
度
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

相続税納税猶予制度の

適用を受けていない 

相続税納税猶予制度の

相続税納税猶予制度の

適用を受けている 

特定生産緑地の 

指定を受ける場合 

生産緑地の指定

から３０年 

猶予継続 

相続の発生 

特定生産緑地の

指定から１０年 

相続税納税猶予制度の

適用を受けている 

特定生産緑地の 

指定を受けない場合 

猶予の新規適用不可 

固定資産税等は農地課税 

固定資産税等は宅地並み課税に 

（５年間で段階的に上がっていきます） 

猶予継続 

① 

② 

③ 

④ 猶予制度の新規適用不可 

・猶予制度の適用可 

・主たる従事者の死亡 

等による生産緑地買 

取申出可 

特定生産緑地指定不可 

いつでも買取申出可（申出をすると猶予継続は不可） 

固定資産税等は農地課税       固定資産税等は農地課税 
30

年
経
過
前
に
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
を
受
け
る

30

年
経
過
前
に
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
を
受
け
な
い

30

年
経
過
前
に
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
を
受
け
な
い

適用を受けていない 
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○
生
産
緑
地
調
査

　

毎
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

生
産
緑
地
は
、
農
地
を
適
正
に

耕
作
す
る
こ
と
を
条
件
に
固
定
資

産
税
等
が
軽
減
さ
れ
て
お
り
、
よ

り
適
正
な
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
一
度
、
所
有
農
地
が
生
産
緑

地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認

し
、
引
き
続
き
管
理
を
徹
底
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
相
続
税
納
税
猶
予
特
例

適
用
農
地
調
査

　

相
続
税
納
税
猶
予
の
特
例
適
用

を
受
け
て
い
る
方
の
申
請
を
受
け
、

利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
い
た

し
ま
す
。

　

納
税
猶
予
継
続
の
た
め
に
は
、

こ
の
調
査
に
も
と
づ
い
て
発
行
す

る
農
業
委
員
会
の
証
明
書
を
３
年

毎
に
税
務
署
へ
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
、
提
出
期
限
も
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。（
提
出
期
限
に
つ
い
て

は
税
務
署
か
ら
の
通
知
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
）

　

証
明
手
続
き
に
は
、
現
地
調
査
、

審
査
に
一
か
月
程
度
必
要
に
な
り

ま
す
。
証
明
申
請
は
毎
月
10
日
が

締
切
り
で
す
。
余
裕
を
持
っ
て
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
農
業
振
興
地
域
農
用
地

調
査

　

青
梅
市
で
は
、
農
業
振
興
を
図

る
べ
き
地
域
に
お
い
て
、「
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
」
を
策
定
し

て
お
り
、
毎
年
、
農
用
地
区
域
内

の
耕
作
管
理
状
況
の
確
認
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
毎
年

８
月
か
ら
10
月
を
中
心
に
、
年
間

を
通
し
て
市
内
農
地
の
管
理
状
況

の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
農
地
の
適
正
な
管
理

に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
時

に
は
職
員
等
が
農
地
に
立
ち
入
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
た
め

の
年
金
で
す
。
自
分
が
積
み
立
て

た
保
険
料
と
、
そ
の
運
用
実
績
に

よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決

ま
る
「
積
み
立
て
方
式
（
確
定
拠

出
型
）」
で
、
掛
け
金
は
必
ず
も

ら
え
ま
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
で
す
の
で
保

険
料
は
、
全
額
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
保
険
料
の
運

用
益
も
非
課
税
で
あ
り
、
将
来
受

給
す
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
毎
年
６
月
頃
に
加
入
者

に
納
付
状
況
や
運
用
収
入
の
配
分

結
果
お
よ
び
残
高
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

加
入
資
格

　

次
の
３
つ
を
満
た
す
方

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

た
だ
し
、
加
入
の
時
点
で
国
民

年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

保
険
料

　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
を
基

本
と
し
、
６
万
７
千
円
ま
で
千
円

単
位
で
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
は
い
つ
で
も
増
額
・
減
額

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し

た
場
合
は
、
農
業
者
年
金
の
保
険

料
と
あ
わ
せ
て
、
国
民
年
金
の
付

加
年
金
の
加
入
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

是
非
、
加
入
の
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

農　

地　

調　

査

農
業
者
年
金
の
ご
案
内
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今
回
は
、
平
成
29
年
に
、
非
農

家
か
ら
新
規
就
農
さ
れ
た
清
水
夫

妻
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◎
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

清
水
夫
妻
は
、
二
人
と
も
埼
玉

県
出
身
で
東
京
都
農
業
会
議
を
通

じ
て
立
川
市
の
農
家
で
２
年
ほ
ど

研
修
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

研
修
後
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
事
業
に
よ
る
利
用
権
設
定
で

今
井
と
富
岡
に
農
地
を
借
り
て
青

梅
市
で
就
農
を
開
始
し
ま
し
た
。

◎
営
農
状
況

　

今
井
と
富
岡
に
あ
る
畑
（
約
42

ア
ー
ル
）
で
は
年
間
で
30
品
目
90

種
類
の
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
こ
の
中
に
は
西
洋
野
菜
な
ど

珍
し
い
作
物
も
栽
培
し
て
お
り
、

栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
作
業
は
二
人

で
行
っ
て
お
り
、
直
売
所
や
契
約

ス
ー
パ
ー
、
料
亭
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
栽
培
し
て
い
る
全

て
の
野
菜
を
有
機
栽
培
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
別
の
販
路
と
し
て
新
規

就
農
者
の
作
物
を
一
手
に
引
き
受

け
て
い
る
業
者
に
も
出
荷
し
、
そ

こ
を
経
由
し
て
、
23
区
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
の
新
規
就
農
者
が

集
ま
っ
て
地
元
産
の
作
物
を
販
売

す
る
岩
蔵
マ
ル
シ
ェ
に
も
参
加
し

て
お
り
、
そ
の
会
場
で
は
週
替
わ

り
で
様
々
な
作
物
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

新
規
就
農
者
の
紹
介

清
水　
　

寛
久　

さ
ん

清
水　

麻
衣
子　

さ
ん

◎
今
後
の
計
画

　

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
宅
配
販
売
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
拡
大
を
検

討
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

○
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者

大
会

　

２
月
24
日
に
東
京
都
の
全
て
の

農
業
委
員
会
が
参
加
す
る
第
60
回

東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大

会
が
、
昭
島
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
本
市
か
ら
は
、
次
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
に
、
農
業
委
員
会
と

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
に
よ
る
合
同

視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
野
市
に
お
け
る
学

校
給
食
へ
の
出
荷
の
取
り
組
み
と
、

Ｊ
Ａ
の
直
売
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

日
野
市
の
学
校
給
食
は
、
単
独

調
理
方
式
（
自
校
式
）
を
と
っ
て

い
ま
す
。
市
内
農
産
物
を
積
極
的

に
使
用
し
て
お
り
、
全
国
学
校
給

食
甲
子
園
で
は
優
秀
賞
を
受
賞
す

栄 

え 

あ 

る 

受 

賞
〈
敬
称
略
〉

【
第
45
回
農
業
委
員
会
等

 

功
労
者
表
彰
】

　
農
業
功
労
者
感
謝
状

 

須
﨑　

昭　

氏
（
畑
中
）

　

青
梅
き
の
こ
生
産
振
興
会
・
西

東
京
農
協
き
の
こ
部
会
の
理
事
を

務
め
、
一
貫
し
て
椎
茸
栽
培
に
尽

力
し
て
、
青
梅
市
の
椎
茸
生
産
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
同
研
修
視
察

委
員
会
の
活
動
紹
介
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（
平
成
31
年
２
月
～
６
月
）

■
農
業
委
員
会
総
会

第
10
回
１
・
25　

第
11
回
２
・
22 

第
12
回
３
・
25　

第
１
回
４
・
25

第
２
回
５
・
24　

第
３
回
６
・
25

■
農
業
委
員
会
専
門
部
会
等

農
政
部
会 

第
１
回　

５
・
24

 

第
２
回　

６
・
25

経
営
部
会 

３
・
25

■
催
事
等

定
年
等
就
農
者
セ
ミ
ナ
ー
修
了

式
・
開
講
式 

４
・
23

■
市
内
会
議
等

青
梅
市
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
・
青
梅
市
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会 

２
・
5

青
梅
市
人
・
農
地
プ
ラ
ン
検
討
会

 

２
・
19

■
西
多
摩
地
区
会
議
等

西
多
摩
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

総
会
（
瑞
穂
町
） 

４
・
18

■
そ
の
他
会
議
等

第
60
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農

業
者
大
会
（
昭
島
市
） 

２
・
24

農
業
委
員
会
・
農
業
経
営
者
ク
ラ

ブ
合
同
視
察
（
日
野
市
） 

３
・
26

全
国
情
報
会
議
（
文
京
区
）

 

４
・
11

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
研
究

集
会
（
渋
谷
区
） 

５
・
15

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
（
文

京
区
） 

５
・
27

農
業
振
興
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

委
員
会
活
動
日
誌

（
武
蔵
野
市
） 

６
・
13

東
京
都
農
業
会
議
第
125
回
通
常
総

会
（
中
野
区
） 

６
・
21

る
な
ど
、
地
産
地
消
を
含
め
た
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

視
察
で
は
、
午
前
中
に
日
野
市

役
所
に
伺
い
、
給
食
に
出
荷
し
て

い
る
農
業
者
の
方
々
や
市
の
担
当

者
に
学
校
給
食
へ
の
市
内
産
農
産

物
の
供
給
シ
ス
テ
ム
や
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
積
極
的
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
Ｊ
Ａ
東
京
み
な
み
の

農
産
物
直
売
所
へ
伺
い
、
農
産
物

の
全
量
買
取
制
度
や
直
売
所
で
の

販
売
・
陳
列
に
関
し
て
の
工
夫
に

つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
に
全
国
の
農
業
委
員

会
や
農
業
会
議
の
代
表
者
が
文
京

区
の
椿
山
荘
に
集
ま
り
、
平
成
31

年
度
全
国
情
報
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
優
良
情
報
活
動
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
青
梅
市
農
業
委

員
会
も
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
推

進
に
成
果
を
お
さ
め
た
と
い
う
こ

と
で
優
秀
農
業
委
員
会
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
情
報
会
議

説明に聞き入る参加者

 委 員 会 開 催 状 況（平成３１年１月～６月）

◎平成 30 年度

開　催　日 議案件数
会長専決
処理件数

第 10 回（1 月 25 日） 10 件 18 件

第 11 回（2 月 22 日） 11 件 18 件

第 12 回（3 月 25 日）   6 件 24 件

30 年度（4 月～ 3 月合計） 127 件 230 件

◎平成 31 年度

第 1 回（4 月 25 日） 20 件 18 件

第 2 回（5 月 24 日） 7 件 10 件

第 3 回（6 月 25 日） 12 件 26 件


